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  C を半径 1 の円とし，その周上に長さ の円弧PQをおく。C とP で接しC の内部にある円を A，

C とQ で接し， Aにも接する円を B とする。 

(1) Aと B の面積の和の最小値を S で表せ。 

(2)  が 0 から 2 まで動くとき， S の最大値を求めよ。 

 

(1) 図のように座標を導入する。 

円C を原点O を中心とし，半径1の円とする。 

(1, 0)P ， (cos , sin ) Q とすれば， 

x 軸に関する対称性から 0   ≦  で考えればよい。 

2 円 ,A Bの半径をそれぞれ ,A Br r  ，中心を ,A BO O  とする。 

0    のとき，△ A BOO O において余弦定理より 
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  よって， を固定すると A Br r  の最小値が S の最小値となる。 

ここで， ,A B B A    OO O OO O  とおくと 

正弦定理より 
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( 0, 0)           であるから 
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となるので， A Br r が最小となるのは 
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よって 22 AS r 
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 である。 



(2) 0   ≦ で考えれば十分であるから 
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よって， S の最大値は 
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